
区 民 の 声 の 公 表 （令和6年5月受付分）

件名 区民の声（要旨） 区の回答（対応・考え方） 所管課 連絡先
（電話、FAX）

受付日 関連情報

インバウンド対応

区の観光ボランティアガイドをしており、インバウンド対応は急務であると考え
ています。来日観光客の増加スピードに全く追いついていないのが現状です。
区としてのインバウンド対応のための観光ボランティア制度改革の実施計画
(活動項目と各実施時期)を作成、公表頂きますよう要望します。
考えられる主な改善のポイントは、
①インターネットでの勧誘方法の改善
現在のエンジョイSETAGAYAでは言語を英語としても、ホームページ上の観
光ボランティアガイドのアイコンは日本語のままであり、またインターネットで
gotokuji guideと検索しても当ガイドがヒットしません。また、エンジョイ
SETAGAYAのガイドのpageの英訳は分かりづらく、また申請書は日本語の
ままです。
②インバウンド外国人向けガイドコースの設定
ゴールデンコースを主とせず、豪徳寺のみや世田谷八幡宮と豪徳寺をメインと
し、地域への貢献と外国人の分かりやすさから、集合場所は豪徳寺駅とする検
討
③対応言語の明確化
ガイドの対応可能言語を調査し、対応言語を決定するとともに、リクエスト受付
時のガイドアサインの台帳とする。

区では、令和６年３月に、今後８年間にわたる区の経済産業政策の指針となる「世田谷区地域経済発展ビ
ジョン」を策定し、地域経済の持続可能な発展を推進していくため、様々な取組みを進めています。
区としても、消費喚起や賑わいの創出の取組み等を通じて、継続的で活発な経済活動を後押しし、住宅
都市ならではの観光の観点から、公益財団法人世田谷区産業振興公社と連携し、地域資源の発掘や連
動、地域の強みや魅力のＰＲ強化等を通じて、インバウンドを含めた来街者を呼び込み、区内での来街者
消費を喚起する取組みが重要であると認識しています。
ご指摘のありました世田谷区観光ボランティアガイドについては、公益財団法人世田谷区産業振興公社
が主体となり実施運営しており、世田谷区観光ボランティアガイド事業の利便性の向上やインバウンド対
応の環境の整備を進めています。
ご意見の内容については、世田谷区産業振興公社と共有させていただき、連携を図りながら、世田谷の
魅力発信や地域と観光客との交流促進、地域経済活性化を図るよう努めていきます。

経済産業部
経済課

電話
０３－３４１１－６６４４
FAX
０３－３４１１－６６３５

令和6年5月7日

新庁舎展望ホール

展望ホールを見回したところ、見える建物や山の案内板がまだありませんでし
た。キャロットタワーのように設置して欲しいです。建設前に、富士山は誰でも
わかるので、箱根山、丹沢山地、高尾山などの山の名前も明示して欲しいと提
案しました。それも含めて、豪徳寺、世田谷城址公園、キャロットタワーなど区
内の案内もして、せっかく来てくれた人に、世田谷をさらに知って欲しいと思
いました。単に景色を見せるだけではなく、周りを知って欲しいです。

本展望ロビーは、休憩スペースや区議会傍聴時の待合場所等として、気軽に来庁者の方にご利用いただ
けるスペースであり、今後は様々な部署による展示スペースや区民の学習の場等としても活用する予定
です。
本展望ロビーからの眺望を楽しんでいただく中で、ご提案いただいた風景案内板の設置などは有効な
手法の一つであると考えます。限られたスペースを有効に活用しながら、より魅力ある展望ロビーとな
るよう、引き続き活用方法等を検討していきます。

庁舎整備担当部
庁舎管理担当課

電話
０３－５４３２－２０７４
FAX
０３－５４３２－３００６

令和6年5月13日

エコプラザ用賀の不要
品持込スポットについ
て

世田谷区には、日々大量の粗大ごみが回収されていると思いますが、それら
の中には、まだ十分に使用できるものがたくさんあると思います。
以前まで、使用できそうな粗大ごみは、エコプラザ用賀にて、点検修理の後、
抽選にて区民に利用いただいていたと思います。
ごみの削減、CO2の削減という観点からも、世田谷区で回収した粗大ごみも、
以前のように、点検修理の後、区民に利用いただだくことが良いかと思います
が、いかがでしょうか。

エコプラザ用賀では、令和５年３月まで、粗大ごみとして排出された家具等で使用できるものの一部を
修理・展示し、抽選にて有償頒布しておりましたが、リユース品の選別に時間がかかる、展示品数が限ら
れるなど課題がありました。
そこで、さらなるごみ減量・リユース行動の促進を目的に、令和５年５月から、エコプラザ用賀で、新たに
区民からの持ち込み品を受け入れ、ホームページで「粗大ごみとして収集したものをリユース品として取
り扱う場合がございます」とお断りした上で、粗大ごみとして排出されたもののうち修理の必要が無く、
まだ使えるものをリユース品として、先着順で、有償または無償で譲り渡す仕組みに変更しました。この
仕組みの変更により、リユース品の譲渡数が月８０点程度から、月２，０００点程度になり、リユースの促
進効果が見られました。
今後も、ごみ減量のために、より区民が使いやすいリユース事業となるよう検討していきます。

清掃・リサイクル部
事業課

電話
０３－５４３２－３２５３
FAX
０３－５４３２－３３４１

令和6年5月13日
区HP：リユース事業
を実施しています

大蔵運動公園の
バスケットゴール

大蔵運動公園にあるバスケットゴールをよく利用します。しかし、常に混んでい
るし、スケボーといっしょなのでとても危険です。利用者同士がぶつかること
もよくあります。バスケットゴールとスケボーを違うところに作って欲しいで
す。また、バスケットゴールの数が世田谷区の人口につり合ってない気がしま
すので、増設も検討して欲しいです。

大蔵運動公園にあるバスケットゴールは、ローラースケート場の一部でバスケットボールもできるように
設置したものです。スケートボード利用のための用具（ランプなど）も置かれていますので、双方の利用
者が安全にも配慮し、譲り合いながらご利用いただきたいと考えています。
また、バスケットゴールのある球戯広場は足りていないのが現状です。住宅が近く、広さも大きいとはい
えない区立公園等では、ドリブルの音が響くなど、周辺にお住いの方々の困り事になるなど、バスケット
ゴールの設置は難しい状況です。
大蔵運動公園のバスケットゴール利用については、引き続き、掲示物等による利用マナーの向上を呼び
かけると共に、新たな場所の検討など、安心して楽しく遊んでいただける公園管理に努めていきます。

みどり３３推進担当部
公園緑地課
砧公園管理事務所

電話
０３－３７１７－９５７５
FAX
０３－３４１７－９５７３

令和6年5月13日

2024年教科書展示会
について

昨年度の小学校教科書採択では、5月29日に、展示会の日程が公表されまし
た。
展示会の開始は、6月2日からになっており、日程公表からわずか4日しかあり
ま
せんでした。
終了が6月29日でしたが、日程をもっと早く公表してほしいと感じました。
今年はどうなっているでしょうか。5月も半ばとなりました。
なるべく早く日程を公表するようにしていただきたいと考えます。

区では、教科書の発行に関する臨時措置法第５条による法定展示会、東京都教育委員会による特別展示
を実施しています。また、広く区民の皆さまに教科書をみていただけるように、これに加えて区独自の展
示会も開催しています。
なお、展示会開催の周知時期については、特に定めはありませんが、周知後に日程変更することがない
よう、概ね区議会、教育委員会への報告後を目途に周知を行っております。
展示会の会場となる施設との調整、区議会、教育委員会の開催日程とのタイミングもありますが、いただ
いたご意見も踏まえて、より早く周知できるよう対応を検討していきます。

学校教育部
教育指導課

電話
０３－５４３２－２７０６
FAX
０３－５４３２－３０４１

令和6年5月14日

https://www.city.setagaya.lg.jp/mokuji/kurashi/004/011/d00193583.html
https://www.city.setagaya.lg.jp/mokuji/kurashi/004/011/d00193583.html


件名 区民の声（要旨） 区の回答（対応・考え方） 所管課 連絡先
（電話、FAX）

受付日 関連情報

ほっとスクール通学者
への交通費の支給

世田谷区では通級指導教室，特別支援教室，特別支援学級または学びの多様
化学校に通学する児童生徒に対して「就学奨励費」という制度があります。
就学奨励費のなかで，通学費は所得制限なしで実費が支給されています。学
区の学校に通えず遠方に通わざるを得ない児童生徒の負担軽減のための制
度だと理解しています。この制度が，ほっとスクール（教育支援センター）には
適応されていないのはおかしいと思います。ほっとスクールは現在区内に複
数箇所ありますが，バスや電車を乗り継いで通っている子供もいます。ほっと
スクールに通う子供達にも通学費を支給してください。

就学奨励費は、特別支援学級、特別支援教室または通級指導学級に通う児童生徒に対し、就学の特殊事
情を考慮し、ご家庭の負担を軽減するためにその費用の一部を補助する制度ですが、その対象は学校教
育法に規定された学校としております。
学びの多様化学校（不登校特例校）分教室につきましても、学校教育法上の学校に該当することから、在
籍している生徒は通学費を含む就学奨励費支給の対象としているところです。
一方、ほっとスクールは学校教育法に規定する学校ではないため、就学奨励費の支給対象とはならず、
ほっとスクールを利用する児童・生徒の通学費を補助する制度は設けておりません。

（就学奨励費に関するこ
と)
学校教育部
学務課

（ほっとスクールに関する
こと）
教育総合センター
教育相談課

（学務課）
電話
０３－５４３２－２６８６
FAX
０３－５４３２－３０６７

（教育相談課）
電話
０３－６４５３－１５１１
FAX
０３－６４５３－１５３４

令和6年5月14日

図書館の充実

子ども達の携帯依存を防ぐためにも、区内の子どもの数（学校数）に応じた図
書館を作って欲しい。二子玉川、瀬田方面には図書館がなく、とても困ってい
ます。
中高生には勉強する場所、小さい子どもと保護者には集る場所がカフェでは
なく図書館になれば、読書する学生や子どもが増えると思います。
都立玉川高等学校の跡地に是非図書館を作ってください。

世田谷区内の図書館の配置につきましては、地域図書室（旧まちかど図書室）を含め、その利用圏域を概
ね半径1キロ・徒歩15分程度と設定し、現状の配置（中央図書館1館、地域図書館15館、地域図書室5室）
とすることで、区内全域をほぼ網羅する形となっています。さらに、利用者の利便性向上のため、乗換駅
など利用者の多い駅近辺に、資料の予約や貸出・返却等を主な機能とする「図書館カウンター」を設置
し、図書館ネットワークの整備を図っているところです。
ご不便をおかけしますが、近隣には玉川台図書館、野毛図書室および図書館カウンター二子玉川等があ
りますので、こちらもぜひご利用ください。
ご提案いただきましたとおり、子どもたちの読書を支援し、中高生世代にとって居心地の良い場所づく
りを進めていくことは、図書館の取り組むべき重要事項として、今後も引き続き検討を重ねていきます。

教育政策・生涯学習部
中央図書館

電話
０３－３４２９－１８１１
FAX
０３－３４２９－７４３６

令和6年5月16日

「区のおしらせ『せたが
や』に掲載の 「区民のひ
ろば　催し物」記事の誤
報について

当会で準備を進めてきた催し物について、区のおしらせ「せたがや」の「区民の
ひろば」に掲載を依頼しました。
しかし、問合せがあり、開催日の記載に誤りがあったことが判明しました。
区広報広聴課に電話で確認したところ、当方の掲載申請書は正しかったこと
を確認しました。この連絡で区ＨＰは日付を修正されたようですが、紙媒体は
当然誤報のまま配布されていましたので、急遽誤った日程でも実施をするよ
う準備を進めることにしました。
すでに配布された区報の間違いをただすためには、「区報訂正版」のようなも
のを各世帯に配布するしか方法がありませんでしたが発行はされず、当会が
追加開催をしなければ、当会の信用が著しく損なわれるだけでなく、会場に来
られた区民に多大なるご迷惑をおかけすることになります。
この誤報について、区からの謝罪と追加開催に伴う費用等の補償をしてくだ
さい。

この度の誤記載につきましては、区の広報紙を発行している区の責任であり、貴会および関係者の皆様
に多大なるご迷惑をお掛けしましたこと、改めて深くお詫び申し上げます。
貴会からのご連絡後に広報紙の訂正版を発行するには、編集や配送等に調整を要し、かつ臨時で発行す
る経費も多大であることから、ご提案の「広報紙訂正版」の配布等への対応は困難な状況にございまし
た。区といたしましては、区ホームページで公開している内容については速やかな対応が可能であったこ
とから、誤記載のご連絡を受けた当日に修正させていただきました。
誤記載により追加で生じた負担につきましては、区施設の施設利用等の追加開催経費を区の利用として
負担いたします。
貴会および関係者の皆様はじめ、会場に来られた区民の方々に対しましても、多大なるご迷惑をお掛け
しましたこと、改めて深くお詫び申し上げます。

政策経営部
広報広聴課

電話
０３－５４３２－２００９
FAX
０３－５４３２－３００１

令和6年5月17日

生ごみ処理機購入助成
金の導入

他区では生ごみ処理機助成金制度を採用しています（23区中半数以上の12
区）。ぜひ世田谷区でも導入してください。カラスやネズミなどの害獣にごみ
を荒らされる心配も減るのではないでしょうか。

区では平成5年度に生ごみコンポスト化容器の斡旋や、平成11年度からは家庭用生ごみ処理機購入費
の補助を開始し、生ごみ削減に向けて取り組んでまいりました。
しかし、生ごみ処理機の申請件数の減少や堆肥の活用先がないこと等から平成24年度に補助を終了
し、代わりに生ごみ削減に関する情報発信や学ぶ場の提供等を行ってきたところです。
今後は、他自治体の助成制度に関するアンケートや生ごみ処理機の利用の継続性等を検証し、効果的な
生ごみ減量方法を検討していきます。

清掃・リサイクル部
事業課

電話
０３－６３０４－３２５３
FAX
０３－６３０４－３３４１

令和6年5月17日

公立学校の修学旅行の
費用について

区立小学校に子どもが通っています。
６年生になり、日光への林間学校の費用が莫大なことに困惑しております。
もちろん子どもにとって大切な機会と考え、用意しようと思いますが、子育て
のできる短い期間の中で家族旅行も大切に重きをおいて実施していきたいな
と思っていました。しかし、この物価高と収入の関係で難しくなってくるのか
と、さみしく残念でしょうがありません。
数社で見積もって選択されてたり、早朝割など使い、数千円でも費用を安くす
る努力はなされてるのでしょうか？
まだ正確な料金はわかっておりませんが、昨年の旅費が5万弱。今年はもっと
かかるだろうと言われています。子ども１人に対してあまりにも高額ではない
でしょうか。
聞くところによると中学校３年生の修学旅行の料金も莫大とのこと。
給食費の援助など、助けていただいてばかりではありますが、旅費をどうにか
おさえる方法を考えていただけたらうれしいです。

日光林間学園は、日光の雄大な自然の中で、世界文化遺産の日光東照宮をはじめとする貴重な歴史的
建造物を訪れたり、伝統工芸品を作成したりするなど、児童が体験・体感をする貴重な機会となっていま
す。
日光林間学園の費用は、行程やその時の物価状況等を踏まえ、世田谷区立小学校長会と協議し、旅行会
社と交渉をしながら決定しています。
昨今の物価や人件費の上昇、バスの運転手不足等による交通費の値上がりなどの影響もあり、日光林間
学園についても旅行料金が高騰しているのが現状です。
保護者の皆様にはご負担をおかけしますが、児童の貴重な体験活動の機会を確保するとともに、安全・
安心な林間学園となるよう努めますので、引き続き、学校及び教育委員会の取組みにご理解とご協力を
お願いします。

学校教育部
学務課

電話
０３－５４３２－２６８7
FAX
０３－５４３２－３０６７

令和6年5月20日
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保育園の加点について

昨年度より双子は兄弟加点より１点多く貰えるようになり一歳からでも同園で
入園できる人が増えたと聞きました。
我が家には今未就学児が3人います。上の2人は0歳児から入園させたので同
園ですが、来年の4月から入園予定の3人目は同園はどうやら難しそうです。
是非とも3人目加点が欲しいです。3人になると自転車に乗れず、まだ長女も
1人で自転車に乗ることができないためかなり選択肢が限られます。
今年から3人目の児童手当も増えることですし、ぜひ3人目加点をもらえたら
大変助かりますのでご検討のほどよろしくお願い致します

多胎児については、福祉的な要素を勘案しつつ、公平かつ適正に検討を続け、見直しを行いました。お子
さんの人数による配点については、配点を設けた場合、保護者間でも立場の違いから様々なご意見があ
り、見直しを図ることで多大な影響を及ぼすことから、区民の皆様の声や社会情勢の変化により、検討し
ていくこととしています。今回いただいたご意見を含め、引き続き検討を重ねていきます。

子ども・若者部
保育認定・調整課

電話
０３－５４３２－１２００
FAX
０３－５４３２－１５０６

令和6年5月21日

妊娠時の手続きについ
て

母子手帳や母と子の健康バッグの受け取りは郵送にて対応いただく選択肢が
あるとよいと思いました。
妊娠届やネウボラ面接もオンラインでの申請やビデオ通話などにより省力化
をご検討いただきたいです。
また、妊婦健康診査の受診票について、健診のたびに氏名・住所・出産予定日
等の同じ情報を書き込むのに非常に苦労しました。
出産・子育て応援ギフトについても、ギフトを受けとるまでに、申請案内が届
き、インターネットで申請をし、ギフトが届くというステップを踏む必要があり
ますが、これらは必要なのでしょうか。工程の省略を図れるものと思います。

妊娠の届出につきましては、くみん窓口・出張所・まちづくりセンター及び総合支所保健福祉センター健
康づくり課における窓口での申請に加え、マイナポータルの「ぴったりサービス」からのオンライン申請も
受け付けています。

ネウボラ面接につきましては、直接お会いし、顔の見える関係のもと、現在のご体調や出産に向けたご心
配事などをお聞きしながら、ニーズに合わせて各種サービスや地域の子育て情報等をご紹介させていた
だいていますが、ご事情やご要望をお伺いしながら、必要に応じ、オンライン面接もご案内しています。
母と子の保健バックに関しましては、封入物に妊婦健康診査受診票等、一部金券に類するものを含むこ
とから、妊娠届出時に対面でお渡しさせていただくことを基本としています。

妊婦健康診査・子宮がん検診・超音波検査の受診票につきましては、東京都が制定する「妊婦健康診査実
施要綱」に基づき作成しています。受診票をお使いになる際に書類受領時と情報が変更になっている場
合も多々あることから、受診時にご自身で、住所・氏名・電話番号等をご記入いただいています。

出産・子育て応援ギフトにつきましては、区では、ギフト支給に係るシステム構築から発送まで一連の業
務を事業者委託で実施しています。金券支給でございますので、申請・審査・支給までの一連の流れに一
定程度の厳格性を担保して実施する必要があります。いただいた工程省略のご意見につきましては、委
託事業者とも共有させていただき、実現可能性があるか、研究を進めていきます。

世田谷保健所
健康推進課

電話
０３－５４３２－２４４６
FAX
０３－５４３２－３１０２

令和6年5月21日

路上喫煙について
世田谷区は路上喫煙禁止のはずだが、路上喫煙が後を絶たず、吸い殻のポイ
捨ても多いです。罰金制を導入して、美しい街づくりを進めてもらいたいで
す。

世田谷区では、屋外の公共の場所等での環境美化及び迷惑防止を促進するため、「世田谷区たばこルー
ル」を定め、区内全域の道路、公園は喫煙禁止としています。
ご指摘の罰則規定につきましては、たばこルール策定における検討委員会での検討結果、公平性の担保
及び罰金徴収の費用面等を考慮のうえ、設けておりません。今回のご指摘を踏まえ、「世田谷区たばこ
ルール」の運用については引き続き検討を進めます。また、個別にお困りの場所がありましたらお知らせ
ください。

環境政策部
環境保全課

電話
０３－６４３２－７１３７
FAX
０３－６４３２－７９８１

令和6年5月23日

カラスのごみ漁りにつ
いて

燃えるごみの日に毎回カラスがごみ置場のごみを散らかして困っています。
大規模なカラスの駆除もしくはごみボックスの設置をお願いします。

（カラス対策について）
カラスは鳥獣保護法により保護されているため、みだりに捕獲することが禁止されています。
世田谷区では、繁殖期における巣の撤去及び落下ヒナの捕獲を東京都の許可を得て実施しております
が、それ以外の親鳥の捕獲行為などはできないことになります。
その他の対策といたしまして、カラスやハトなど野鳥への餌やりによる迷惑行為を行うことのないよう
努めることを区民の責務として条例に定め、啓発活動や指導を行っており、また、生ごみの出し方指導な
どに取り組んでいます。
また、東京都では都内全域でカラスの数を減らすための広域的な取り組み（トラップによる捕獲）を実施
しています。

（ごみの排出に関して）
区がごみボックスなどの容器を設置することはできませんが、ごみ散乱防止ネットでごみ全体を覆うこ
とで効果が期待できます。ネットの助成など詳しくは「６年版資源とごみの収集カレンダー」の１１ページ
や、区のホームページをご覧ください。
また、各ご家庭でボックスを設置する場合に、ご不明な点は、お住いの地域の清掃事務所にお問い合わ
せください。なお、集合住宅においては、建物のオーナーや管理会社が排出場所の管理をすることに
なっています。

（カラス対策について）環
境政策部
環境保全課

（ごみの排出に関して）
各清掃事務所

（環境保全課）
電話
０３－６４３２－７１３７
FAX
０３－６４３２－７９８１

（各清掃事務所）
電話
世田谷・北沢地域
０３－３４２５－３１１１
玉川地域
０３－３７０３－２６３８
砧・烏山地域
０３－３２９０－２１５１

令和6年5月24日
区HP:ごみ散乱防止
ネットの助成

https://www.city.setagaya.lg.jp/mokuji/kurashi/004/001/d00005066.html
https://www.city.setagaya.lg.jp/mokuji/kurashi/004/001/d00005066.html
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学校給食の残食を減ら
す取り組み

毎日かなりの量の給食が、ほとんど手つかずの状態で残され、各生徒が食べ
残した残飯と同じ容器に混ぜ合わされて給食センターに下げられています。個
別包装された牛乳パックも、わざわざ開封され、バケツにまとめて捨てる決ま
りとなっています。これは、非常にもったいないことだと思います。
大量の残食が発生する原因は、大きく２つあると思います。
１つ目は、給食センター側からの過剰供給。ご飯物やスープなどの量もそうで
すが、個別包装されている牛乳パックも「万一足りなかった場合に備えて」人
数分より多めに配布されています。
２つ目は、喫食時間の短さ。学校やクラスによって異なるとは思いますが、我
が子のクラスの場合は１５分しかありません。最低でも２０分あれば、残さずに
食べることができる生徒もいるかと思います。
牛乳など、個別パックされている食品の場合、わざわざ開封して廃棄させるよ
うな無駄なことをせず、そのまま希望者に持ち帰らせる方がいいのではない
でしょうか。
学校給食から残食がなるべく出ないよう、そして出てしまった場合は調理余り
食品を困窮世帯などに回すことができるようなシステムの構築をしていただ
くことは可能でしょうか？

学校給食は、国が定める学校給食衛生管理基準等に基づき、納品された食品の保管や給食調理を行い、
衛生管理の徹底に努めております。
残食及び残品の取り扱いについては、食中毒防止の観点から、未開封の食品も含め、給食の持ち帰りを
禁止しており、同様の理由から区民への配布も行っておりません。また、学校給食で使用する牛乳等につ
いては、国の補助を受けている都合上、学校給食以外への転用ができず、困窮世帯への配布やフードバ
ンクでの活用ができない状況がございます。
そのような中、学校給食は、国が定める学校給食摂取基準を踏まえ、児童・生徒の健康の増進及び食育
の推進を図るために必要な栄養素を確保するための望ましい食品量を算出し、多様な食品を適切に組
み合わせて、各栄養素をバランスよく摂取できるよう献立作成しております。
また、喫食時間につきましては、給食の準備から片付けまでを教育の一環として指導しており、そのため
に必要な給食時間を適切に確保するよう学校へ伝達しているところです。
一方、教育委員会としましても、食品ロスの削減は課題であると認識しており、少しでも食材の廃棄を減
らすため、自校で給食調理をする学校においては、学級閉鎖や学年閉鎖時で未使用となった飲用牛乳を
適切に温度管理したうえで翌日に繰り越して使用することとしております。

教育政策・生涯学習部
学校健康推進課

電話
０３―５４３２－２７０１
FAX
０３－５４３２－３０２９

令和6年5月28日

空き缶が回収されな
かった

缶のごみ回収に関して、量が多かったので回収箱に入れず透明な袋にいれて
近くに置いておいたら回収されませんでした。明らかに缶だとわかりますが、
世田谷区はそういう場合は持っていかない運用という理解で良いでしょうか。

資源の日に排出された缶が回収されておらず、大変ご迷惑をおかけしました。お住まいの地域の回収を
担当している事業者に対して、今後の回収漏れがないよう現場確認の徹底を指示しました。
缶の排出方法については、中をすすいで、資源の日の朝８時までに、所定の資源・ごみ集積所の青色の資
源回収用コンテナへ入れていただくようにお願いしています。また、資源回収用コンテナを設置していな
い集積所につきましては、中身の見える袋に入れてお出しいただいてます。ごみ収納ボックス等がある
場合はボックスの外にお出しください。
なお、上記のような適正な排出方法に従って、資源をお出しいただいているにもかかわらず、今後も資
源が回収されない場合は、恐れ入りますが、ご連絡をいただければと思います。

清掃・リサイクル部
事業課

電話
０３－６３０４－３２６７
FAX
０３－６３０４－３３４１

令和6年5月30日

世田谷線沿線を花で綺
麗にしたい

夏場は特に、世田谷線沿線の雑草が気になります。
所々、紫陽花や芙蓉の花が咲いていて、綺麗な場所もあります。
都電荒川線の沿線のバラのように、ぜひ世田谷線沿線も綺麗な花でいっぱい
になるといいと思います。
世田谷区は、植物に関係がある法人や施設などが多いように思いますので、
そういった機関に働きかけて行えると良いのではないでしょうか。

区では、「世田谷みどり３３」実現の取り組みとの一つとして、花や自然を大切に思う気持ちを育み、みど
りや花で美しいまちをつくる「みどりと花いっぱい活動」を進めています。花で地域を綺麗にしたいとい
う地域の方々と区が協定を結ぶことで、花苗や肥料等の資材提供の支援をさせていただいております。
世田谷線の沿線では現在、世田谷、宮の坂、山下、松原（赤松公園前）、下高井戸の各駅前でこの活動が
行われています。
一方で、線路内の敷地には管理上、区や地域の方の立ち入りできず、管理者である東京急行電鉄株式会
社が、世田谷線の緑化に関する計画を定めるものですので、頂いたご意見は、世田谷線の管理者である
東急電鉄にもお伝えさせていただきます。
今後もこの「みどりと花いっぱい活動」を通じ、東急電鉄、地域の皆さん、世田谷区が協力してみどり豊
かな世田谷のまちを実現したいと考えております。

みどり３３推進担当部
みどり政策課

電話
０３－５４３２－７９０５
FAX
０３－６４３２－７９８９

令和6年5月30日

世田谷区図書館　共通
利用カード

現在、利用カードのバーコードを読み取ることにより、各種サービスを受けて
います。スマーフォンアプリに利用カードを移行してほしいです。
利用カードの携帯の手間が省け、利便性が増します。
バーコードを表示させるだけですので、アプリのつくりはシンプルなもので済
むと思います。

ご提案いただいたように、スマホ等にバーコードを表示させ、図書館共通利用カードがなくとも貸出等
が可能になれば、より利用者の利便性が向上すると思われます。
現在の運用において解決しなければならない課題等を整理したうえで、今後、他自治体の図書館の先例
や動向等も踏まえ、利用者の利便性の向上に向けて、検討を進めていきます。

教育政策・生涯学習部
中央図書館

電話
０３－３４２９－１８１１
FAX
０３－３４２９－７４３６

令和6年5月31日


